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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「由木」

はちとぴ
観光

―特 撰―

あともう
少しだよ！

この場所を
ご紹介します！

樹
齢
約
４
０
０
年
、
樹
高
25
ｍ
、
目
通
り

８
ｍ
の
八
幡
神
社
の
神
木
。
１
８
８
０

（
明
治
13
）
年
の
火
災
で
枯
死
し
て
し

ま
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く

し
て
再
生
し
た
の
で
、
地
元
で
は
「
不
死

身
の
ア
カ
ガ
シ
」
と
し
て
敬
わ
れ
、
大
切

に
さ
れ
て
い
る
。
市
指
定
天
然
記
念
物
。

❶
南
大
沢
八
幡
神
社
　

　（
オ
オ
ツ
ク
バ
ネ
ガ
シ
）

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
開
学
。
１
９
９

１
（
平
成
３
）
年
に
現
在
地
へ
移
転
。
２

０
０
５
年
に
首
都
大
学
東
京
と
改
称
し
都

立
４
大
学
を
統
合
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）

年
か
ら
再
び
都
立
大
学
と
名
称
変
更
。
南

大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地
面
積
は
東
京

ド
ー
ム
約
９
個
分
を
誇
る
。

❷東京都立大学

今回の八王子探訪シリーズは由木地域。南大沢駅から絹の
道を巡って、長池公園を目指すルートと、京王堀之内駅か
ら由木城の面影を辿る２つのルートを設定しました。新し
く開発された街と豊かな自然、古くからの寺社などが共存
する興味深いエリアをご紹介します。

絹の道散策コース
★由
木地
域を 知

る！　その１
深～く
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マイペースで
歩きましょう！

車や自転車に
気をつけて

歩きましょうね！

豊
か
な
自
然
環
境
を
残
し
た
21 

ha
に
及
ぶ

総
合
公
園
。
園
内
に
は
陸
上
競
技
場
、
野

球
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
４
つ
の
有
料
屋
外
運
動
施
設
の
ほ

か
、
児
童
遊
園
や
展
望
台
、
広
大
な
芝
生

の
丘
な
ど
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
憩
い
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

❸上柚木公園鑓
水
の
御
殿
峠
を
源
流
と
し
、
柚
木
街

道
、
野
猿
街
道
沿
い
を
蛇
行
し
な
が
ら
流

れ
る
河
川
。
途
中
、
大
田
川
を
合
わ
せ
て

多
摩
市
で
多
摩
川
に
合
流
す
る
。
川
に
降

り
ら
れ
る
場
所
は
少
な
い
が
、
川
沿
い
に

遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
春
は
桜
を
楽
し
む

こ
と
も
で
き
る
。

❹大栗川

◎
「
由
木
」
の
縁
起

　

八
王
子
市
の
南
東
部
に
位
置
す
る
由
木
地
域
。

か
つ
て
の
大
塚
村
、
東
中
野
村
、
堀
之
内
村
、
越

野
村
、
松
木
村
、
南
大
沢
村
、
下
柚
木
村
、
上
柚

木
村
、
中
山
村
、
鑓
水
村
、
別
所
村
が
１
８
８
９

（
明
治
22
）
年
に
合
併
し
て
由
木
村
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
地
域
は
東
西
に
細
長
く
、
全
体
が
多
摩
丘

陵
に
立
地
し
て
お
り
、
西
か
ら
東
へ
大
栗
川
が
貫

い
て
い
ま
す
。
丘
陵
か
ら
は
小
河
川
が
い
く
つ
も

流
れ
、
特
徴
的
な
谷
戸
を
形
成
し
、
自
然
と
人
び

と
が
共
存
す
る
里
山
風
景
が
作
り
出
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
多
摩
地
域
で
初
め
て
酪
農
が
導
入
さ
れ
た

ほ
か
、
古
く
か
ら
稲
作
・
畑
作
の
副
業
と
し
て
炭

焼
き
や
養
蚕
、
メ
カ
イ
（
メ
カ
ゴ
）
作
り
な
ど
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
（
本
誌
Ｐ
10
参
照
）。

　

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
、
村
中
を
賛
否
の
渦

に
巻
き
込
ん
だ
論
争
の
末
に
八
王
子
市
と
合
併
し

ま
す
。
合
併
当
時
は
市
の
約
３
％
に
過
ぎ
な
か
っ

た
由
木
地
域
の
人
口
も
、
現
在
は
約
２
割
を
占
め

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
あ
っ
た
の

が
、
合
併
翌
年
に
決
定
し
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

計
画
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
純
農
村
地
帯
で
し
た

が
、
新
し
い
街
づ
く
り
に
よ
っ
て
景
観
や
伝
統
文

化
、
人
間
関
係
に
も
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。

　

開
発
に
伴
っ
て
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
、
地

区
南
部
の
東
西
に
京
王
相
模
原
線
が
開
通
、
２
０

０
０
年
に
は
地
区
東
部
の
南
北
に
多
摩
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
が
開
通
す
る
な
ど
、
利
便
性
が
向
上
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
か
、
企
業

や
商
業
施
設
な
ど
も
続
々
と
立
地
し
て
い
ま
す
。

由
木
地
域
は
八
王
子
の
中
で
も
最
も
大
き
な
変
貌

を
遂
げ
た
地
域
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
東
京
都
稲
城
市
、
多

摩
市
、
八
王
子
市
、
町
田
市
の
多
摩
丘
陵
に
開
発

さ
れ
た
総
面
積
約
２
８
８
０
ha
（
う
ち
約
40
％
が
八
王
子
市
域
）
に

及
ぶ
大
規
模
住
宅
地
で
、
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
開
発
計
画
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
６
０
年
代
の
東
京
は
、
深
刻
な
住
宅
難
に
よ
っ
て
無
秩
序
な

開
発
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
乱
開
発
を
阻
止
し
、
居
住

環
境
の
良
い
宅
地
や
住
宅
を
大
量
に
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
計
画
さ
れ
、
１
９
７
１
年
に
多
摩
市
諏
訪
・

永
山
地
区
で
最
初
の
入
居
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
年
、
八
王
子
市
域
で
も
由
木
土
地
区
画
整
理
事
業
の
都
市
計
画

決
定
が
な
さ
れ
、
の
ど
か
な
農
村
地
帯
は
一
気
に
近
代
的
な
都
市
へ

と
変
貌
し
て
い
き
ま
す
。
地
元
住
民
は
大
き
な
う
ね
り
に
翻
弄
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
抱
え
な
が
ら
も
区
画
整
理
や
移
転
工
事
な

ど
に
対
応
し
ま
し
た
。
１
９
７
６
年
に
は
鹿
島
・
松
が
谷
地
区
で
入

居
が
ス
タ
ー
ト
。
八
王
子
市
と
の
合
併
当
時
（
１
９
６
４
年
）
は
６

千
余
人
だ
っ
た
由
木
地
域
の
人
口
は
、
現
在
、
11
万
人
を
超
え
る
ま

で
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
は
、
住
宅
地
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
施
設

も
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
９
１
年
に
南
大
沢
地
区
に
移
転
し
て
き

た
都
立
大
学
を
は
じ
め
、
大
学
が
多
く
立
地
し
、
学
生
（
18
～
22

歳
）
人
口
が
市
内
の
他
地
域
と
比
べ
て
多
い
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
道
路
や
鉄
道
な
ど
の
交
通
網
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
備

え
た
大
き
な
総
合
公
園
、
小
中
学
校
、
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
計
画

１
５
７
３
（
天
正
元
）
年
創
建
と
伝
わ
る

曹
洞
宗
の
寺
院
。
現
在
の
本
堂
は
生
糸
商

人
の
八
木
下
要
右
衛
門
の
母
屋
を
移
築
し

た
も
の
。
境
内
に
は
芭
蕉
句
碑
を
は
じ

め
、
５
基
の
句
碑
が
立
ち
、
芭
蕉
堂
も
あ

る
。
俳
句
が
盛
ん
だ
っ
た
土
地
柄
を
偲
ば

せ
る
。

❺永泉寺

１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
、
生
糸
商
人
で

〝
石
垣
大
尽
〟
と
呼
ば
れ
た
豪
商
、
八
木

下
要
右
衛
門
の
屋
敷
跡
に
開
館
し
た
。
通

り
に
は
復
元
さ
れ
た
石
垣
が
目
に
つ
く
。

館
内
で
は
絹
の
道
の
歴
史
が
紹
介
し
て
あ

り
、
休
憩
室
も
備
え
て
い
る
。
月
曜
・
年

末
年
始
休
館
、
入
館
料
無
料
。

❼絹の道資料館

鑓
水
地
区
の
氏
神
で
、
１
８
７
７
（
明
治

10
）
年
に
諏
訪
・
子
の
権
現
・
八
幡
の
３

社
が
合
社
。
拝
殿
は
１
つ
だ
が
、
本
殿
は

３
社
あ
り
、
い
ず
れ
も
市
指
定
有
形
文
化

財
。
江
戸
時
代
中
頃
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
の
建
築
様
式
が
市
内
に
伝
わ
っ
た
様

子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

❾諏訪神社

１
８
７
８
（
明
治
11
）
年
に
建
て
ら
れ
た

入
母
屋
造
り
の
茅
葺
き
屋
根
の
民
家
。
当

時
の
養
蚕
農
家
の
姿
を
よ
く
残
し
て
い

る
。
現
在
も
住
居
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

て
、
内
部
は
原
則
非
公
開
。
都
指
定
有
形

民
俗
文
化
財
で
あ
り
、
日
本
遺
産
構
成
文

化
財
の
１
つ
。（
本
誌
Ｐ
11
参
照
）

❿小泉家屋敷

神
奈
川
往
還
の
通
称
で
、
浜
街
道
と
も

い
っ
た
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
八

王
子
近
郷
は
も
と
よ
り
、
長
野
・
山
梨
・

群
馬
方
面
か
ら
の
輸
出
用
の
生
糸
が
横
浜

へ
と
多
数
運
ば
れ
て
い
た
。
御
殿
橋
か
ら

大
塚
山
公
園
ま
で
が
市
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。（
は
ち
と
ぴ
30
号
参
照
）

❽絹の道

生
糸
を
横
浜
港
へ
運
ぶ
と
き
の
道
し
る
べ

と
し
て
、
１
８
６
５
（
慶
応
元
）
年
に
建

立
さ
れ
た
道
標
。
か
つ
て
は
御
殿
橋
南
側

に
あ
っ
た
旧
鑓
水
公
会
堂
横
に
建
て
ら
れ

て
い
た
が
、
大
栗
川
の
改
修
工
事
に
伴

い
、
１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
に
現
在
地

に
移
さ
れ
た
。

❻
八
王
子
道
道
標

▲南大沢駅前通り

多摩ニュータウン
ひと休みコラム
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２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
開
園
。
多
摩
丘

陵
の
主
稜
線
上
に
位
置
し
、
園
内
の
大
部

分
が
雑
木
林
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
湧
水
豊

か
な
谷
戸
も
良
好
な
形
で
残
っ
て
い
て
、

多
様
な
動
植
物
が
生
息
し
て
い
る
。
尾
根

の
緑
道
に
は
、
戦
車
の
性
能
テ
ス
ト
な
ど

に
利
用
さ
れ
た
「
戦
車
道
路
」
が
残
る
。

⓫小山内裏公園

１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
に
創
立
し
た
ヤ

マ
ザ
キ
学
園
を
母
体
と
し
て
、
２
０
１
０

（
平
成
22
）
年
に
「
ヤ
マ
ザ
キ
学
園
大
学
」

と
し
て
現
在
地
に
開
学
（
２
０
１
８
年
に

現
在
の
名
称
に
変
更
）。
人
と
動
物
の
豊

か
な
共
生
社
会
を
探
究
す
る
日
本
で
唯
一

の
動
物
看
護
学
部
を
設
置
し
て
い
る
。

⓬ヤマザキ動物看護大学

１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
竣
工
の
複
合
施

設
。
オ
フ
ィ
ス
棟
と
南
大
沢
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
な
る
。
南
大
沢
事
務
所
、
南

大
沢
図
書
館
、
南
大
沢
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
南
大
沢
分

館
、
南
大
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
、
南
大
沢
文

化
会
館
な
ど
を
備
え
る
。

⓭フレスコ南大沢

１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
に
四
ツ
谷
駅
の

真
上
に
竣
工
し
た
ア
ー
チ
橋
（
四
谷
見
附

橋
）
を
１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
に
移

築
。
長
池
か
ら
流
れ
る
湧
水
を
せ
き
止
め

た
池
の
上
に
、
資
材
の
一
部
を
利
用
し
て

再
建
し
た
。
た
も
と
に
は
移
設
で
き
な

か
っ
た
資
材
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

⓯長池見附橋

多
摩
の
里
山
風
景
を
再
現
し
た
約
20 
ha
の

公
園
。
周
囲
の
丘
陵
か
ら
湧
き
出
す
水
を

集
め
た
長
池
は
、
か
つ
て
は
雑
木
林
に
囲

ま
れ
た
神
秘
的
な
沼
沢
地
で
あ
り
、
蓮
生

寺
の
薬
師
如
来
が
出
現
し
た
と
の
伝
説
が

あ
る
。
自
然
館
で
は
、
園
内
の
動
植
物
に

関
す
る
展
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

⓰長池公園

客
席
数
５
０
０
の
主
ホ
ー
ル
、
客
席
を

自
由
に
配
置
で
き
る
円
形
の
交
流
ホ
ー

ル
の
ほ
か
、
リ
ハ
ー
サ
ル
室
、
練
習
室
、

展
示
・
多
目
的
室
、
会
議
室
を
備
え
る
。

種
々
定
期
公
演
や
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー

ト
、
入
場
無
料
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

⓮南大沢文化会館

的
に
整
備
、
配
置
さ
れ
て
き
た
ほ
か
、
南
大
沢
駅
や
京
王
堀
之
内
駅

周
辺
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
商
業
施
設
も
並
ん
で
い
ま
す
。
特
に
南
大
沢

駅
前
に
は
２
０
０
０
年
に
ラ
・
フ
ェ
ッ
ト
多
摩
南
大
沢
（
現
三
井
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
多
摩
南
大
沢
）
が
開
設
さ
れ
、
市
内
外
の
多
く

の
人
び
と
を
呼
び
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
将
来
を
見
据
え
た
と
き
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
少
子

高
齢
化
や
建
物
の
経
年
劣
化
な
ど
、
具
体
的
な
懸
案
事
項
も
抱
え
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
２
０
１
９
年
に
「
八
王
子
市
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
ま
ち
づ
く
り
方
針
」
を
策
定
し
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
機
能

に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
地
域
内
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
な
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
そ
の
発
展
の
大
き
な
原

動
力
と
な
る
の
は
、
ま
さ
に
人
。
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
た
だ
近

代
的
な
建
物
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
び
と
の
営
み

が
ま
ち
の
空
気
感
を
生
み
出
し
て
き
た
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
旧

さ
ま
ざ
ま
な
住
民
に
よ
っ
て
新
し
い
ま
ち
が
つ
く
り
上
げ
ら
れ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲堀之内の稲刈り風景
　（1968年、瀬沼和重氏撮影）

▲清水入谷戸
　（1976年ころ、馬場喜信氏撮影）

▲�長池（1976年ころ、
馬場喜信氏撮影）

多摩ニュータウンの
開発前の風景


